






















































































































































































高く評価しており 稿者もこれ 同意する。特に『台湾愛国婦人』掲載作品中でも比較的分量のある小説「操」 故郷」は、前者はその劇的な構成から、後者は人物 行き届いた心理 描写からそれぞれ読ませるものがあり、これらの作品を含めた上で 力量をはかれば、塩田良平が述べる「佳品と称せられ ものは、長篇的なものよりも短篇に多く、それも小品文的なものに限るやうである
（８）
といっ








































せられることになる。「女優志願の独歩の長女＝母親の反対でどうやら決心が鈍つた＝」との記事が『東京朝日新聞』（一九一六年（大５）年五月二一日付朝刊）に掲載されている である。これまで 独歩・治子研究においては取り上げられていな 資料のため、やや長いが記事全文を掲げる。
 
 
文壇の一偉星国木田独歩氏が湘南の空の一角に消えて隕てから今年でもう九年になる、治子夫人の繊弱い手に託された遺孤は其当時八歳を首に乳呑迄四人であつた、不治と ふ衝動を心臓に感じて以来の独歩氏は随分気難かしい事を言つて夫人を悩ましたとは言ふものゝ、自分が箸をつけた食物には厳かに夫人の触れる事を禁じた氏の胸中は潜かに夫人の健康を気づかつたのであらう、別けても四人の遺愛の為 自重 希 長女の貞子が十七歳、父君の天才肌を其儘 生き
く
と生ひ立つた、次女の
みとり子が十三歳、其間 令息は今中学にあつて父親がなくとも立派に成人した子達はお がじゝ望む道へ志ざす年齢になつて貞子さんは去年から東儀鉄笛 門に入つた。平たく言へばまだ年歯の行かない本人の望み いふよりは勝気な此人に天才の閃きを見た傍の人々の勧めからで、母君は無論反対であつた、「お













































































































































































情な者なのよ。竹ちやんは何と思ふか知れないけれど。為雄さんだつて。その薄情者の一人よ 何故と言つて御覧なさい さんざ父さんの世話に成つて。外国へ行つた だつて。誰のお蔭 しやう 竹ちやんから。父さんに願つて。遣つて戴だいたのでしやう。それに恩も義理も忘れて了つて。自由 きく身に成つたら。行方知れずに成つたやうに。見せかけて。自家との縁を断つて。了つたのですものね。』
 









































































































































































      ＊
     ＊
     ＊
     ＊











































































































意にと。少なからぬ金銭 此頃遣ふので。それを苦々し 事 思つて居る松子は。如何かして。今の中に女優志願を思ひ止まらせやうと。
 








『私はそんな材料にされ やう 事は仕ないわ 』
 




















































































































































































『耻をお話しするやうでございま 。姉は心得違ひから。彼んな者に成りましたお蔭で。母親も私も思ひも掛ぬ 苦労を為るの ございます。お嬢様。生意気な事を言ふと。御思召ましやうが。それはおやめ遊ばした方が。可ろ うございますよ。私の家も父 早く亡なりましたが。親子三人 遊んで居ても。如何やらかうやら。一生涯
こま艱らぬ


























『お可愛相にねえ。女優々々と世間 偉相 騒ぎ立てた 。賤しい昔の女役者と変りは無いのですもの』
 
























『独りで泣いて居る時もございま た。けれど未だ其頃は多少でも良心といふものが有つたので けれど。現時は既 全々以前と 人が違つたやうに成つて了ひました れで 母親は自分の子の悪いのは思はず。世間や他人様を恨んで居ります』
 


































































































未亡人の発奮△三越給仕女の監督」と題して「「小供と一所に家に居ても仕方がありませんから何所か出たいと思つて田村江東様や田山花袋様にお話す と三越がよ らうとのことで田村様から日比様にお願いして二十四日から出ることになりました」と治子の談話が記され い 。「日比様 は三越専務の日比翁助（一八六〇―一九三一）のことであり、日比の談話も同記事はあわせて掲載。『読売新聞』一九 二年（明
45）














人会の趣旨を知らないとは想定しにくく、軍人への皮肉を含んだ一節は小説を書くなかで思わず流露してしまった真情か。或いは〈外地〉刊行の雑誌であるということが、そのような記述をゆるしたか。 愛国婦人会台湾支部及び 『台湾愛国婦人』 は〈内地〉の愛国婦人会の趣旨 踏まえた上で、台湾総督府による山地制圧事業における後援と広告塔の役割を担っていた。この台湾支部独自の役割については、拙稿「雑誌『台湾愛国婦人』の史的位置―新資料・第六十巻を中心に―」（『日本研究』第
22
号、二〇〇九・五）、拙稿「雑誌『台湾愛国婦人』の性格―プロパガンダ、そして近代文学発生の場として―」（『県立広島大学人間文化学部紀要』第５号、二〇一〇・二）を参照。
 
（
10）中島礼子「国木田治子論」 （『国木田独歩―初期作品の世界―』
明治書院、一九八八・八）三三一頁
 
（
11）様々な職種の女性の実際生活を紹介した記事「夏に於ける女の
生活振」（『女の世界』一九一五（大４） 八）の筆頭には「帝劇の女優
 
宇治龍子」の手記が掲げられている。（同記事は以
下、 「三越の女店員
 
国木田治子」 「商店の女主人
 
相馬良子」
「女タイピスト
 
多賀田しま子」の手記と続く）。メディアは
女性の欲望と関心を諫める一方 同時にそれを刺激し喚起すものに他ならなかった。
 
（
12）『読売新聞』一九二〇（大９）年五月三一日付朝刊「国木田貞
子葬儀」を参照。貞子が病弱であったことは『読売新聞』一
一九（大８）年三月四日付朝刊「職業婦人
 
応接の間を監督し
て」、『読売新聞』一九二〇（大９）年一二月四日付朝刊「明治座の茶屋の帳場へ
 
独歩婦人」からうかがえる。
 
（
13）「松竹演劇の九十年」（『松竹九十年史』松竹株式会社、一九
八五・一二）一〇七～一一一頁等を参照。
 
（
14）帝劇史編纂委員会編「主要興業年譜」『帝劇の五十年』（東宝
株式会社、一九六六・九）一〇二頁等を参照。
 
 付
記
 
本稿はＪＳＰＳ科研費ＪＰ１７Ｋ０２４５２の助成を受けた研究成果の一部である。
 
  
（しもおか
 
ゆか、広島大学大学院文学研究科准教授）
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